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講

日  時 /

会  場 /

演 抄 録

平成8年 6月 20日 (木)午後 5時30分

日本歯科大学新潟歯学部 112教室

日本歯科大学新潟短期大学



実行委員会 :

委 員  長
企画運営委員

庶務連絡委員

事務担当委員

夏野徹也

二瓶美和、三富純子

吉田晶子、佐藤治美、片野志保
石田八郎

【一般講演・講演者の方へ】
1)使用できるプロジェクターは2台です。
2)ス ライドはすべて研究会開始20分前までに受付にお渡し下さい。
3)ス ライドホルダーは受付でお渡しします。
4)講演の割り当て時間は10分 (予鈴 9分……青ランプ、終鈴……赤ランプ)、
討論時間は2分です。
5)その他のお知らせ事項は当日受付で致します。



第 5回歯科衛生研究会プログラム

日 時 平成8年 6月 20日 (木)17時30分～18時46分
会 場 日本歯科大学新潟歯学部 112教室

〔講演時間lo分、質疑応答時間2分〕

【開会の辞】

〔17:30～ 17:42〕
1.咬合面の小寓 ◆裂溝部のエナメル質について

新潟短期大学 ○高橋 正志、荒井  桂
新潟歯学部・解剖 I  小林  寛

〔17:42～ 17:54〕
2.本学保存科における接着性レジン用器具・器材の滅菌管理法について

新潟歯学部附属病院・歯科衛生科 ○八子 祥子、吉村真紀子、
小川 和子、柴崎 知子、,

新潟歯学部・保存 I  江面  晃、川崎 孝一
保存Ⅱ  長谷川圭介、加藤 喜郎

〔17:54～ 18:06〕
3:歯面色素沈着物に関する研究
(第 2報)実験的ステインの付着

新潟歯学部附属病院。歯科衛生科 ○鈴木  泉、内田 美江、
小山由美子、北神祐美子、

新潟歯学部・歯周  富井 信之、大内 岳彦、
中村 貴文、長谷川 明【特別講演】

〔18:06～ 18:46〕
上下顎成長較差説       新潟歯学部・医の博物館  中原  泉

【閉会の辞】



咬合面の小宙・裂溝部のエナメル質について

○高橋正志、荒井 桂 (新潟短大)、 小林寛 (新
潟・解剖 I)

本学保存科における接着性レジン用器具・

器材の滅菌管理法について

○八子祥子、吉村真紀子、小川和子、柴崎知子

(新潟・附院・歯衛科)、 江面 晃、川崎孝一
(新潟・保存 I)、 長谷川圭介、加藤喜郎(新潟・

保存Ⅱ)

[目的]咬合面の小高・裂溝部のエナメル質はう

身極撃曇:『ニヒ:含X笛8Fぢ雀阜島芳昼ミぶ:
小・大臼歯の小高・裂溝部のエナメル質の組織構造
について詳細に検討することを目的とした。
[材料と方法]材料として、抜去後、ただちに10
.%中性ホルマリンで固定された上下顎小臼歯および
大臼歯を使用 した。頬舌側方向に500メ lm間隔で連続
的に切断し、それぞれの研磨標本を作製 し、偏光yfi'微鏡、位相差顕微鏡、マイクロラジオグラフィーで
観察 した。同―標本の研磨面を10%NaOClで 1時間‐
処理後、0.o5N IIClで 45秒間腐食 し、水洗、アルコ
ール脱水し、臨界点乾燥したのち白金蒸着を施 し、
S-800型走査電顕 (日立)で観察した。また、研磨
標本の一部は、偏光顕微鏡で観察後、水平方向に再
研磨 し、同様にして研磨面を走査電顕で観察した。
さらに、標本の一部は小高部で割断し、割断面を走
1査電顕で観察 した。
[結果 ]ノト寓の中央部ではエナメル質がきゎめて
薄く、6ぃm以内の場合もあった。レッチウスの平行
1条の間隔は小宙部エナメル質では狭 くなった。レッ
チウスの平行条は小高の壁面付近で象牙質側に少し
屈曲した。小寓底部のエナメル質は、きゎめて薄い
場合も、深層から表層にむかって、無小柱エナメル
質の内層エナメル質 I帯、類円形の小柱断面をもつ
内層エナメル質H帯、U字形の小柱断面をもつ内層エナメル質HI帯、鍵穴形のノ1ヽ柱断面をもつ中層エ
ナメル質、おょび歪んだ形態の小柱断面をもつ外層

`エ
ナメル質が識別され、組織発生が認められたが、
全体的に小柱断面の形態の歪みが強かった。ェナメ
|ル
ノ
Jヽ柱は、ノlヽ高の開田部から底部にむかうにしたがら

|て短 くなった。
[考察]ノ lヽ高底部および壁面に到達するエナメル
小柱が短いのは、隣接する咬頭を形成するエナメル
1芽細胞層がこの部分で相互に圧迫し合うためと考え
られる。小寓底部の細いエナメル小柱で構成される
1エナメル質は、中層エナメル質にまで成熟しない、
内層エナメル質H帯～HI帯段階のエナメル質であ
ると考えられる。この部分のエナメル質の成長速度
が遅いといぅ点もこの見解を裏付ける。小高底部の
.エナメル質は、未成熟のエナメル質で構成されるた
めに、酸に対する抵抗力が弱 く、う食に催患し易い
ものと推察される。
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歯面色素沈着物に関する研究

(第 2報)実験的ステインの付着

○鈴木 泉、内田美江、小山由美子、北神祐美子
(新潟・附院・歯衛科)、 富井信之、大内岳彦、
中村貴文、長谷川明 (新潟・歯周)

【目的】                    ・

われわれは第 4回歯科衛生研究会において、当科のメインテ
ナンス忠者のステイン付着状態を調査し、対象者の76.6%にス
テイン付着が認められたこと、そしてその付着にはプラークの
影響がないことなどを報告した。
そこで今回はステイン付着に影響する因子を探ることを目的
とし、喫煙習慣のある男性 5名を被験者としてステイン付着実
験を行ったので報告する。
【材料および方法】
1被験者および被験歯

着芳豊富警i層資埋客積:讐言寡島憲臀騨聟∬握「[trl
れらの上下顎前歯部の歯冠捕級のなされていない天然歯58歯を
被験歯とした。
2方法
本実験は 2系統からなり、実験 1は研磨剤を含有しないデン

〔省ζζ晨言t冤お客歯貪%ず静〔里霞191,有する練り
1)実験方法
①プラッシング法の統一

歯プラシ:DENT EX 33“ 0(ライオン、東京)
プラッシング法 :スクラビング法および I.■ I.
プラッシングロ数 :1日 3回
使用歯磨剤 :実験 1 デンターシステマ● (ライオン、東京)

②強験歯に対す詈葵農前遭こ

イトライオン● 0イ オン、東わ

被験歯は手用スケーラーおよび歯面研磨剤プロフィベース
ト0(井上アタッチメント、東京)グリーンを用いてスティ
ンの完全除去を行った。さらに上下顎右側の被験歯について

を行ζttFイ
ペ~ストのレッド、

1ェ
ロ~による什卜げ研磨

③ステイン付着状況の診査
実験開始より1週毎にステイン付着状態の記録 (口腔内写

昴電

`Lt避

写11臨書:fttlじ篇似WH)の
2)スティン付着状態の観察

襲i讐』酢li曇轟茸I´
【結果および考察】

:::[i:[意ililttζ
:な][il髭:鶏 〔:i

:::]難選董ξ:i董舞轟壷:`:

【特別講演】
上下顎成長較差説

○中原 泉 (新潟・医の博物館)

現代入の顎は小さくなっている、大きく

なっていると対蹟した論議が、この10数年

来、日本歯科医師会雑誌や日本矯正歯科学

会誌において交わされてきた。ゎれわれ歯

科医師にとって、顎の大きさの変化は臨床

上重要な問題である。

そこで、先人の研究報告を図書館の片隅

から捜しだし、同一の調査方法で歯列弓の

計測を行なって、日本人の青年男子の60年

前と現在の顎の大きさを比較 0分析した。

その結果(左右の第 1大臼歯の中心小高

を計測基点として、上顎の歯列弓長径は平

均0.5mm、 同幅径は平均2.7mm伸 びた。また

下顎の歯列弓長径は平均0.3mm、 同幅径は

平均0.8mm伸 びた。すなわち、60年前に較

べて成人男子の顎は、紛れもなく一回わり

ほど大きくなった。

しかし、上下顎の成長発育のアンバラン

スにより、上顎と下顎の間に幅径1.9mm余

の較差を生じた。ここに、近年、顎関節症

や傾斜など不正咬合の増加した真因がある

と考えられる。
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